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これまで、創業活動が遅れた農村地域の発展の一つの解決策が様々に議論されてきたが、これら
の議論では、どのように地域の条件を変え、創業活動を活性化させるか、という論点についての考
察は不十分であった。 (Ring ， Peredo and Chrisman , 2010)。本研究では、アントレプレナーシッ
プ、模倣の組織論、社会ネットワーク理論、地域発展などの研究分野を統合して、農村コミュニティー
の創業活動の活発化というコンテクストで、創業活動拡散のルートと拡散を支えるためのコミュニ
ティーにおけるソーシャル・キャピタルの要件及び方法を提示した。
起業家は独力で創業するのではなく、個人の能力や属性のほかに、社会関係にも大きく依存する。
社会ネットワークは、起業家活動に情報・資源・社会的サポートなどを提供する O 新規企業を創出
する際、起業家の社会関係や社会ネットワークは重要な役割を果たす。このような先行研究の成果
を踏まえ、本研究では、アントレプレナーシップのコミュニティーの視点を意識しながら、個別の
創業活動だけでなく、地域レベルの創業活動及びその拡散現象に注目した。
具体的な事例として、中国温洲市のある農村地域(天河鎮)の民用電器産業の形成と発展プロセ
スにおいて、大量の新規企業が創出される現象に着目する。アントレプレナーシップのコミュニティー
の視点に立ちながら、創業活動の拡散における模倣はどのような役割を果たすのか、模倣現象の背
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後にあるメカニズムはどのようなものか、そして、このような模倣的拡散を支えるためのコミュニ
ティーのネットワーク構造とはどのようなものか、という問題意識を持ちながら、農村コミュニティー
における創業活動の活発化現象を分析する。
以下に各章の概要を示し、それを本稿の要約としたい。
第 1 章では、アントレプレナーシップ研究におけるコミュニティーの視点の重要性を強調した。
伝統的なアントレプレナーシップの研究では、起業家個人の特性や行動に注目する傾向がある。し
かしながら、最近の研究では、アントレプレナーシップの集団的な特徴 Ccollective nature of 
entrepreneuship) が認識されつつある。つまりこれらの研究では、新規企業の置かれた組織的、
産業的、社会的コンテクストがどのように起業家活動に影響を与えたかについて関心を持っている。
本研究が研究対象とする農村コミュニティーの創業活動の分野では、このようなアントレプレナー
シップの集団的特徴の視点が重要である。このようなアントレプレナーシップのコミュニティーの
視点に立ち、以下のような問題意識を導出することができた。つまり、コミュニティー全体の発展
のためには、起業家の聞に、模倣と学習がどのように行われるのか、その性質とメカニズムを究明
することが必要である。さらに、このような起業家聞の学習と模倣を支えるコミュニティーの要件
がどのようなものかについても考察する必要がある。
第 2 章では、本研究における議論を展開するうえでのコア概念であるアントレプレナーシップ、
社会ネットワーク、企業の地理的集積、という三つの概念の関係を体系的に考察した。ここでは特
に、社会ネットワークという要因を分析の視野に取り入れることで、アントレプレナーシップとク
ラスターについての関係をより精轍に把握することができた。組織のルーチンの文脈依存性とネッ
トワーク構築活動によって、模倣を通じたスタート・アップ企業とスピン・オフ企業は、成功企業
の近くに立地し、その結果として、産業集積が形成・発展して L 、く。また、クラスターが形成・発
展すると、潜在的創業者のネットワークを制限して、彼らが携わる産業と立地の選択に影響を与え
る。三者の関係の中でも特に、社会ネットワークがアントレプレナーシップとクラスターの相互影
響関係に与える役割についての考察を体系的に行った。これらの考察を通じて本章では、クラスター
が地域の企業家活動に与える影響と、企業家活動がクラスターの形成と発展に与える影響プロセス
ついての認識を深めることができた。
第 3 章では、事例研究の対象としての中国温洲市天河鎮民用電器産業の概念を紹介した。天河鎮
民用電器産業の発展は、温洲市の産業発展の一つの典型的な例で-ある。そのためここでは、温洲市
全体の産業集積の現状と特徴を紹介した後、インタビューと観察調査に基づいて、天河鎮民用電器
産業の発展の概要を紹介した。
第 4 章では、模倣という概念をアントレプレナーシップのコンテクストで応用し、農村地域にお
ける創業活動の拡散において、特性に基づく模倣、成果に基づく模倣と頻度に基づく模倣という三
つのタイプの役割を考察した。同じ模倣といっても、その性質とメカニズムはそれぞれ異なること
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が明らかとなった。そして、このケースの考察を通じて、時間の経過とともに、創業活動の拡散プ
ロセスにおける主要な模倣の類型も変化していることを認識することができた。さらに、創業活動
の模倣的拡散における格差現象の存在を発見した。数多くの外来の出稼ぎ労働者は、物理的にはそ
の地域内にいても、地元の緊密なネットワークには参加できなかったため、模倣を通しての創業活
動ができなかった。
第 5 章では、社会ネットワークとソーシャル・キャピタルの視点から、天河鎮の村民の創業活動
を支える緊密なネットワークの役割を考察した。このような村民間の緊密なネットワークは、農民
起業家に情報・アド、パイス・資金・労働力・社会的サポートなどの補完的資源を提供した。そして、
天河鎮の村民間の具体的な関係構造において、緊密の程度と役割の異なるいくつかの間係分類を明
らかにした。さらに、村民間のネットワークは完全に宗族文化に決められたものではなく、実際の
援助活動の実態や関係の変化と構成の影響を受けることを示した。宗族コミュニティーにおいても、
個人ネットワークのダイナミックな側面を示した。
第 6 章では、このような多くのメンバーの創業活動を支えるコミュニティーの条件として、異な
るタイプのソーシャル・キャピタルの関係とバランスの視点から、この問題をより詳しく考察した。
ソーシャル・キャピタルの効果に関する先行研究では、異なるタイプのソーシャル・キャピタルの
バランスの重要性に対する認識は共有されつつあるものの、いかにこのようなバランスを達成でき
るかについての理解は L、まだ不十分である。本研究では、天河鎮民用電器産業のケースの考察を通
じて、バランスを達成するための一つの手段と可能性として、内部メンバーの仲介活動を提示した。
緊密なネットワークの一部の内部メンバーが、行商活動を通して外部世界の価値ある異質な情報へ
アクセスし、これらの有用な情報を利用して創業活動に貢献した。さらに、行商人(ブローカー)
の多様な役割を通じて、コミュニティーにより貢献することができた。彼らは、個人の利益を享受
しただけでなく、橋渡し紐帯と結束型ソーシャル・キャピタルとの相互作用を通じて、コミュニティー
全体の利益にも貢献した。このように本研究では、コミュニティーのための仲介活動とブローカー
の多様な役割の二点を結合して考察することで、橋渡し紐帯が個人の利益のためだけでなく、 L 、か
にコミュニティー全体の創業活動の活発化に貢献できたかを深く理解することができた。
第 7 章では、本論文で行った理論検討と事例分析の結果をまとめ、導出されるインプリケーショ
ンを示した。最後に、今後の研究課題について述べた。
論文審査結果の要旨
本論文は、中国温州市の民用電器産業の形成と発展プロセスを事例に、アントレプレナーシップ
のコミュニティーの視点から、個別の創業活動だけでなく、地域レベルの創業活動とその拡散現象
を分析したものである。
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まず第 1 章では、アントレプレナーシップ研究におけるコミュニティーの視点の重要性を強調し、
本研究が対象とする農村コミュニティーの創業活動の分野では、このようなアントレプレナーシッ
プの集団的特徴が重要な意味をもつことを指摘する。次いで第 2 章では、本研究のコア概念である
アントレプレナーシップ、社会ネットワーク、企業の地理的集積という 3 つの概念の関係を体系的
に考察する。ここでは特に、社会ネットワークの要因を分析に加えることで、アントレプレナーシッ
プとクラスターとの関係がより精轍に把握できることが主張される。
第 3 章では、事例研究の対象である中国温州市の民用電器産業の概要が紹介される O まず温州市
全体の産業集積の現状を紹介し、次いでインタビューと観察調査に基づき、民用電器産業の発展プ
ロセスが記述される。以下の各章では、当該地域の事例をベースに一連の分析が展開されて L 、く。
第 4 章では、模倣の概念をアントレプレナーシップに応用し、農村地域における創業活動の拡散
において、特性に基づく模倣、成果に基づく模倣、頻度に基づく模倣という 3 つのタイプの役割を
分析する。またケースの考察を通じて、時間の経過とともに、創業の拡散プロセスにおける主要な
模倣の類型も変化していくことが指摘される。第 5 章では、社会ネットワークとソーシャル・キャ
ピタルの視点から、農村の創業活動を支える緊密なネットワークの役割を検討する。こうした農村
の緊密なネットワークは、農民起業家に情報・アド、パイス・資金・労働力・社会的サポートなどの
補完的資源を提供する。また農民間のネットワークは、宗族文化だけでなく、実際の援助活動の実
態や関係の変化等の影響も受けることが示される。続く第 6 章では、異なるタイプのソーシャル・
キャピタルの関係とバランスの視点から、創業活動を支えるコミュニティーの条件を分析する。こ
こではコミュニティーのための仲介活動とブローカーの多様な役割を結合して考察することによっ
て、橋渡し紐帯が個人の利益のためだけではなく、いかにコミュニティー全体の創業活動の活発化
に貢献するかが明らかにされる。
本論文は、模倣、社会ネットワーク、ブローカーなどのコア概念を用いて、中国農村地域の創業
活動の拡散メカニズムを明らかにしたものであり、従来のアントレプレナーシップとクラスターと
の関係をさらに深めた研究といえる。理論的な合意だけでなく、事例研究を中心とした実証的な部
分も充実しており、今後の当該分野の研究を前進させる成果として高く評価できる。よって本論文
は、博士(経営学)の学位を授与するにふさわしい内容と判断される。
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